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2022年から 2023年 教育研究システム利用状況報告 
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抄録 本稿では，教育研究システムのうち，大学の PC教室をはじめとする教育研究用パソコンのアプリケーションの利用状況と各端末の

利用時間を，報告する．さらに，プリンタの利用状況についても報告する 
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 はじめに 

青山学院大学附置情報メディアセンター（以下，セ

ンター）は，全学の教育研究活動に必要なシステムや

ネットワーク基盤の設計構築・管理運用とその利活用

支援や，全学に対する情報教育を提供している．セン

ターが企画・運用する教育研究システムには学習支援

システム（Learning Management System，以下 LMS）を

はじめとして，ファイル共有，動画配信，無線 LAN，

AV 機器，教室パソコン，プリンタ，貸出仮想サーバな

ど，教員や学生が利用する教育・学習環境を構成する

教育研究用途の各種システムがあり，これらは教育系

ネットワークの配下に構成されている．さらに，ユー

ザー統合認証システムやメールシステムなどを含む共

通ネットワークインフラである基幹ネットワーク系シ

ステムがある．一部システムは，高等部・中等部・初

等部でも利用されている．これらは，4 年ないし 5 年

おきに，計画的に全面的な更新を行っている．現行の

教育研究システムは，2021 年 4 月に更改を行い，セン

ターは，その安定稼働ならびにユーザーへの利活用支

援の拡充に取り組んできた． 
 教室に設置されているパソコンの観点では，2020

年度にオンライン授業が導入され，2021 年度は対面授

業とオンライン授業とのハイブリッド化の進行や，

BYOD（Bring Your Own Device）スタイルの利用が増加

し，近年の PC 教室のパソコンの利用状況は，年を追

うごとに変化している．本稿は，2 章で教室に設置さ

れているパソコンの概況を述べ，3 章で 2022 年から

2023 年の教研 PC の利用数，利用アプリケーション，

および利用数について述べる．4 章で，オンデマンド

プリントシステムの利用状況を述べ，5 章をまとめと

する． 

 教研 PCの概要 

教研 PC は，主に PC 教室，CALL 教室，公開 PC 室，

図書館などに設置している．PC 教室は PC を利用した

授業のため教室，CALL 教室は語学学習のための教室，

公開 PC 室は学生の自学自習のための教室である．一

部のノート PC は，学生用もしくは講師用として貸出

用として運用している． 

 PCの設置構成 
PC 教室と CALL 教室，すなわち授業用途の教卓用

および学生用パソコンについては，2021 年の更改より，
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デスクトップPCおよびノートPC（DELL Optiplex 3070 
Micro および DELL Latitude 5410）とも，メモリ 8GB
搭載の PC を配置している．デスクトップ PC のモニ

ターは，21.5 インチであり，解像度は FHD（1920×1080）
である．ノート PC については，盗難防止のため本学

のロゴのエッチング加工が施している．授業用途以外

のパソコンについては，2017 年の更改時にはハイスペ

ックに位置付けられていたデスクトップ型パソコン

（DELL OptiPlex 3040 Micro/ Core i5/ メモリ 8GB/ SSD 
256GB）のうち状態の良好な 500台とノート型パソコ

ン（DELL Latitude E5270/ Core i3/ メモリ 4GB/ SSD 
256GB）250台を流用して設置している．これは費用削

減施策のためである．なお，流用したパソコンについ

ても，デスクトップ PC のモニターおよびノート PC の

バッテリーについては 2021 年に交換している． 
教研 PC の管理台数は，現在，青山キャンパスで 1643
台，相模原キャンパスで 1710台であり，設置台数の変

更はない．本稿は，学部が独自に購入している端末は

計上しない．以下に，各キャンパスの教室ごとの教研

PC 管理台数の内訳を記す． 
 

青山キャンパス 
l PC 教室…381台 
l 公開 PC 室/AIM コモンズ…102台 
l IT 講習室…216台 
l CALL 教室…553台 
l 図書館 …87台 
l 貸出ノート…280台 
l その他 …30台程 

 
相模原キャンパス 
l PC 教室…1054台 
l 公開 PC 室兼 IT 講習会自習室/AIM コモンズ …

102台 
l IT 講習会…74台 
l CALL 教室…350台 
l 図書館 …48台 
l 貸出ノート…62台 
l その他 …20台程 
貸出ノートには，学生向けの貸出ノート PC と講師

向けの貸出ノート PC が含まれている．その他には，

進路就職センター，講師控室，名誉教授室へ設置され

たパソコンが含まれている． 

 PCの設定 
前述の端末は，Windows 10 OS を搭載するが，macOS
端末も少数であるが設置・貸出されている．教研 PC の

ディスクイメージは管理されており，管理システムの

環境復元機能により，OS を再起動すると利用者が変

更した設定や書き込んだデータはクリアされ，元の状

態に戻る．この復元機能と運用管理によるディスクイ

メージ更新の組み合わせで，授業利用時には教室内の

教研 PC はすべて同一の環境で利用できるようになっ

ている．ディスクイメージは，新年度の授業にあわせ

て更新される．よって，教員が授業ごとに必要なソフ

トウェアを教研 PC へインストールするためには，あ

らかじめ申請が必要である．申請によってインストー

ルされたソフトウェアのバージョンアップは，改めて

申請が無ければ原則的には行わないが，重大な脆弱性

への対応のためのアップデートは実施する． 
 教研 PC は，貸出用ノート PC 以外はすべてドメ

イン参加しており，青山学院発行のユーザーID と

LDAP パスワードでログインして利用することができ

る．各利用者には，2GB の容量のネットワークドライ

ブ（教研システムでは Z ドライブと呼称）を個人用の

ディレクトリとして割り当てている．これは，各アカ

ウントのホームディレクトリとしてマウントする固定

プロファイル方式となっており，利用者が作成した資

料やデータ，ブラウザのブックマークなどは，Z ドラ

イブを経由してどの教研 PC からでもアクセスできる

ようになっている． 

 教研 PCの利用状況 
本章では 2022 年 1 月 1日から 2022 年 12 月 31日，

および，2022 年 1 月 1日から 2023 年 12 月 31日まで

の，2 年間の教研 PC の利用数，利用アプリケーショ

ン，および利用時間について報告する．対象のデータ

は，Windows OS の教研 PC の管理システムであるアル

ファシステムズ社製 V-Boot の利用ログから取得した． 
 

 利用数 
教研 PC への総ログイン回数は，ユーザーが教研 PC

にログインしたタイミングで自動的にバックグラウン

ド起動する MovieTeleco というアプリケーションの起

動回数を総ログイン数とみなすことで算出した．授業

で利用される PC 教室と CALL 教室のパソコンについ

て，キャンパス別の 5 年間の総ログイン数を表 3-1 に



青山インフォメーション・サイエンス Vol.51 No.1 2023 センター活動報告	 −	システム運用報告 

-29- 

示す． 
2019 年[1]は，オンライン授業導入前のログイン数で

あり，現行の教研 PC 導入台数の根拠となる利用数で

あるため，これを基準とした利用率をあわせて示す．

2020 年は，COVID-19感染対策により，キャンパスへ

の立ち入り制限やオンライン授業が導入されたことに

より，対面授業が大幅に減少した年である．2021 年[2]
は徐々に回復し，2022 年以降は，授業は平常に運営さ

れたが，オンラインを併用する授業や BYOD（Bring 
Your Own Device）が進行し，全体としては，従来より

も教研 PC の利用が減少したと考えている．青山キャ

ンパスでは，2019 年と比べて，3分の 2程度まで利用

が減少している．一方の相模原キャンパスでは，多く

の学生がパソコンを持って通学しているように見受け

られるものの，2019 年と比べても，教研 PC の利用が

大幅に減少しているとはいえない． 
 

 利用アプリケーション 
教研 PC を，PC 教室，CALL 教室，公開 PC 室，学

生用貸出ノート PC，および講師控室 PC（デスクトッ

プおよびノート PC）に分類し，青山キャンパスと相模

原キャンパスで利用される各アプリケーションの

2022 年と 2023 年の起動回数を報告する．なお，IT 講

習会室（試験専用室）については，スキルチェック用

アプリケーションの利用を目的とすることが自明であ

るため本稿では扱わない．またメンテナンスを目的と

した起動については，あらかじめ省いている． 

3.2.1  PC教室 

PC 教室における 2022 年と 2023 年のアプリケーシ

ョンの起動回数を表 3-2 に示す．PC 教室では，青山キ

ャンパス，相模原キャンパスともに，Microsoft Edge の
起動回数の順位が最も高い．Google Chrome も両キャ

ンパスとも上位となっており，ブラウザが利用の上位

を占める傾向は従来と変わっていない．なお，Edge の
利用数では，2022 年と 2023 年を比較すると，両キャ

ンパスで半減しているが，これは設定変更に起因する

と考えている． 
次に，Microsoft 365（旧称 Office 365 系）に含まれる

アプリケーションと PDF 閲覧ソフトウェアの起動回

数が上位となっている．青山キャンパスでは，SPSS が

2022 年で 7位，2023 年で 8位となり，Stata も 2022 年

で 10位，2023 年で 11位となっている．相模原キャン

パスでは，Microsoft Visual Studio が 2022 年で 5 位，

2023 年で 7位となり，M365 の各アプリケーションと

同等の利用数となっている．また，ビジュアルデザイ

ンソフトウェアの Processing は 2022 年，2023 年とも

10位と上位となっている．概ね 10位までの利用順位

の傾向は，ここ数年間大きく変わっていない． 

表 3-1：5 年間のキャンパス別ログイン回数（比率は 2019 年との比較） 

 

表 3-2：PC 教室アプリケーション起動回数 
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各アプリケーションの起動の回数では，対面授業を

実施していた 2019 年と同程度となってきている．ブ

ラウザの利用では，青山キャンパスの 2019 年では

Internet Explorer と Chrome をあわせて 125,305回の起

動があったのに対し，2022 年では Edge と Chrome を

あわせて 85,461回，2023 年では 52,314回であり，2022
年は 2019 年と比較して 68％，2023 年は 41%の利用で

あった．相模原キャンパスでは，2019 年では 256,229
回の起動があったのに対し，2022 年では 204,264回，

2023 年では 141,848回であり，2022 年は 2019 年と比

較して 80％, 2023 年は 55％の利用であった．Edge に

ついては，起動が速くなるスタートアップブースト機

能により，Edge を使っていない時もバックグラウンド

でプロセスが実行されていた影響などにより，2021 年

後半頃から教研 PC へのサインインに時間がかかるよ

うになっていた．そこで，2022 年 6 月に，Edge の高速

起動の無効化を行った．よって，Edge の起動回数の集

計については，期間中の設定変更によりカウントの方

法が変わっているため，カウントのみとし，考察の対

象とはしない． 
ただし，オンライン授業導入をきっかけとして

CoursePower をはじめとする LMS の利用や，オンライ

ン提供のアプリケーションが増加していることから，

授業・学習におけるブラウザの利用は増加していると

考えられる．一方で，オンライン授業との併用により，

対面授業が減少し，PC 教室や教研 PC の利用の方法も

徐々に変化してきている．とくに，学生のパソコン保

有率はあがってきており，ブラウザをはじめとする汎

用的なアプリケーションは自身の保有するパソコンを

利用するようになり，特定の専門性のあるアプリケー

ションや有償ソフトウェアについて，教研 PC を利用

するようになってきていると見受けられる． 
なお，上位の Microsoft Edge WebView2 は，Webex や

VisualStudioCode で HTML プレビューに利用されてい

るが，内部で呼び出されているため分析の対象とはし

ない．また，MovieTeleco はバックグラウンドで自動起

動し，前章に述べているため集計から省いた． 

3.2.2  CALL教室 

CALL 教室における 2022 年と 2023 年のアプリケー

ションの起動回数を表 3-3 に示す．起動回数の順位は，

2019 年から比較して大きな変動はないものの，2022 年

以降，各種 Web会議アプリを教研 PC にインストール

するようになり，CALL 教室にはヘッドセットがある

ことから，Zoom Meetings と動画再生ソフトウェアの

VLC Media Player がよく使われている．それ以外につ

いては，PC 教室と同様に，ブラウザと Microsoft 365
（旧称 Office 365 系）に含まれるアプリケーションと

PDF閲覧ソフトウェアの起動回数が上位となっている．

各アプリケーションの起動の回数を，対面授業を実施

していた 2019 年以前と比較した場合，利用の頻度は

やや減少している．ブラウザの利用は，青山キャンパ

スの 2019 年度では，Internet Explorer と Chrome をあわ

せて 188,625 回の起動があったのに対し，2022 年は

Edge と Chrome をあわせて 141,526 回，2023 年は

78,657回であり，2022 年は 2019 年と比較して 75%，

2023 年は 41％の利用であった．相模原キャンパスで

は，2019 年では 178,983回の起動があったのに対し，

2022 年は 197,267回，2023 年では 128,401回であり，

2022 年は 2019 年と比較して 110％，2023 年は 72%の

利用であった．なお，Edge の起動回数については，

CALL 教室についても，PC 教室と同様に，集計期間中

表 3-3：CALL 教室アプリケーション起動回数 
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の設定変更があったため，カウントのみとし，考察の

対象とはしない． 

3.2.3  公開 PC室など 

公開 PC 室など，授業時間外でも開室しており，オ

ープンな利用ができる場所に設置されている自学自習

用 PC の 2022 年と 2023 年のアプリケーション起動回

数を表 3-4 に示す．これには，学生に授業時間以外で

の利用として，図書館と進路就職センターを含む． 
起動回数は，Excel，Word が利用回数の上位であり，

大きくは変動していない．情報スキル I の修得のため

の自習利用が多いと考えられ，利用動向に大きな変化

はない． 
各アプリケーションの起動の回数を，対面授業を実

施していた 2019 年度以前と比較した場合は，上位を

占める Edge，Excel，Word，PowerPoint の利用が減少し

ている．一方で，上記以外のソフトウェアについての

起動回数の順位は，PC 教室で利用されるソフトウェア

と違わないことから，授業の課題や予習復習に利用さ

れていると考える． 
公開 PC 室は，密を避けるため，2020 年度から隣席

表 3-4：公開 PC 室などのアプリケーション起動回数 

 

 
表 3-5：学生用貸出ノート PC のアプリケーション起動回数 

 
 

表 3-6：講師控室（デスクトップ/貸出ノート PC）のアプリケーション起動回数 
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を空けて座ることを原則としていたが，2022 年度でそ

の運用は終了している．また，2021 年度からスキルチ

ェックシステムの自学自習については，遠隔アクセス

ができるようになったため，公開 PC 室ではなく，学

生が保有する端末や PC 教室の空き時間を利用してい

る学生が増加している可能性がある． 

3.2.4  学生用貸出ノート PC 

学生用貸出ノート PC については，教研システム更

改 2021 で貸出ロッカーを両キャンパスに導入した．

サポートラウンジやラーニングコモンズの対応時間外

の貸出や返却を可能とする仕組みとして導入し，サポ

ートラウンジ前の廊下に設置している．学生用貸出ノ

ート PC の 2022 年と 2023 年のアプリケーションの起

動回数を表 3-5 に示す．Edge と Chrome ブラウザの起

動が多く，次いで Microsoft365製品と PDF閲覧ソフト

の利用が多い傾向である．加えて，Zoom Meeting のト

ップ 10 入りは，新しい傾向である．また，ランク外で

はあるが，VLC Media player による動画閲覧は両キャ

ンパスで利用されており，青山キャンパスでは Stata と
SPSS，相模原キャンパスでは，Visual Studio と Tex が

よく利用されている．各キャンパスの起動回数の差分

は，2.1 章の各キャンパスの貸出ノート PC の台数比率

がそのまま反映されており，青山キャンパスは，相模

原キャンパスの 4倍程度となっている． 

3.2.5  講師控室 

講師控室には，講師用のデスクトップ PC と貸出ノ

ート PC がある．講師控室に設置されたパソコンのア

プリケーションの 2022 年と 2023 年の起動回数を表 3-
6 に示す．Edge と Chrome ブラウザの起動が多く，次

いでMicrosoft365製品とPDF閲覧ソフトの利用が多い

傾向は他と大きくは変わらない．動画閲覧ソフトの

VLC Media Player がよく利用されている． 

 PC利用時間 
教研 PC の利用時間について，3.2 章と同様に，PC 教

室，CALL 教室，公開 PC 室に分類し，2022 年と 2023
年について教研 PC の利用時間分布を集計し，利用時

間を報告する． 
なお，教室別の利用状況の集計にあたっては，シス

テム運用者のアカウントによるログインは除外する．

また，簡単のため，各月の合計利用回数が 10回以下の

教室は除外する．さらに，1分未満の利用については，

ログインはしたが何らかの理由で使わずに離席したと

考えられるため，もしくは，600 分以上の利用につい

てはメンテナンス等の特殊な用途と考えられるため，

集計から除外する．なお，macOS端末については管理

ソフトの違いから同等の利用状況の把握は難しいため，

macOS端末の利用状況は分析の対象としない． 

3.3.1  青山キャンパス 

青山キャンパスの全体の PC 利用時間をヒストグラ

ムで図 3-1 に示す．各利用時間は，30分以下の短時間

の利用と，1 コマの授業時間と同じ 90分間の利用に集

中している．各 PC 教室と CALL 教室の利用時間を図

3-2 と図 3-3 に示す．PC 教室の PC 利用時間は，授業

と同じ 90 分間の利用に集中している．216, 217, 218, 
219 教室については，アクテブラーニング教室であり，

217 と 218 の 2 教室は，学生用プロジェクタが設置さ

れている．スクール型の 231, 233, 235 教室よりもやや

利用時間にばらつきがあることから，アクティブラー

ニング教室のほうが利用の方法が多様であると考えら

れる．CALL 教室の PC 利用時間も，授業時間と同じ

90分間の利用に集中している．同時通訳室を併設する

15507 教室は，例年長時間の利用がみられていたが，

今回の集計では利用時間に際立った差分はなかった．

次に，学生が授業にかかわらず自由に利用できる場所

に設置された公開PC室などのPC利用時間を図3-4に
示す．2022 年の 9 月頃に，214, 215 のパソコンは，す

べて 213（いずれもラーニングコモンズ）に集約した

ため，213 の利用として集計している．青山キャンパ

スの公開 PC については，セキュリティを考慮し，90
分で自動的にログオフする設定をいれているため，そ

れ以上の利用時間は数値には現れない．一方，50分未
満の利用が半数を占めており，通常授業での利用や 90
分を通した利用はごく少数であり，授業の合間の自習，

配布された電子資料の確認やレポート作成，オンデマ

ンド型授業の視聴，プリントアウトなどに利用されて

いることがうかがえる．貸出ノート PC の利用につい

ては，1 コマ分の利用に集中しているが，学生用につ

いては比較的長い時間の利用も見受けられる．参考ま

でに，図 3-5 に全体の月別 PC 利用時間を示す． 
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3.3.2  相模原キャンパス 

相模原キャンパスの全体の PC 利用時間をヒストグ

ラムで図 3-6 に示す．各利用時間は，1 コマの授業時

間と同じ 90分間の利用に集中している．各 PC 教室と

CALL 教室の利用時間を図 3-7 と図 3-8 に示す．PC 教

室の PC 利用時間は，授業と同じ 90分間の利用に集中

している．各利用時間は，1 コマの授業時間と同じ 90
分に集中しているが，N棟では 2 コマにわたる授業が

あり，1 コマを超える長時間の利用が多い．さらに，

N602a や N203 などは収容人数が多く，夏季集中講義

において終日利用されることもあり，とくに長時間の

利用となっている．CALL 教室の PC 利用時間も，中

央値が約 90分となっており，1 コマ単位の利用が大多

数であったことがわかる．次に，公開 PC 室や図書館

など，学生のオープン利用が可能な場所に設置された

PC の利用時間を図 3-9 に示す．B421 は公開 PC 室と

IT 講習会の自学自習室を兼ねているため，利用時間が

長くなっている．また，B422 はラーニングコモンズで

あるが，利用時間が従来よりもやや長くなっており，

IT 講習会の自学自習室に近い利用の傾向を示してい

る．なお，相模原キャンパスの公開 PC 室などについ

ては，自動ログオフの設定は行っていない．貸出ノー

ト PC の利用については，1 コマ分の利用に集中して

いるが，講師用・学生用ともに，比較的長い時間の利

用も見受けられる．参考までに，図 3-10 に全体の月別

PC 利用時間を示す． 

 プリントシステム利用状況 
センターの管理するオンデマンドプリントシステム

は，大学の廊下および教室，図書館などに設置されて

いる．機能については，Webプリントを導入しており，

ブラウザからのオンラインでの印刷出力ができる．こ

れにより，教室のパソコンを使用しなくとも，自分の

パソコンでの出力が可能となっている．また，手書き

添削・フィードバック支援システムを，特定の複合機

に依存しない仕組みへとなっている．カード認証につ

いては，TN2 と Felica の両方に対応している． 
本章ではオンデマンドプリントシステムの利用状況

について述べる．印刷の方法（教研 PC・Web プリン

ト・USB メモリ・Z ドライブの内訳），および，スキャ

ンデータの保存先や利用形態の集計も割愛する． 

 プリント機能の利用状況 
2022 年 1 月から 12 月，および 2023 年 1 月から 12

  
2022 年        2023 年 
図 3-1 教研 PC 全体利用時間 -AC- 

    
2022 年        2023 年 
図 3-2 PC 教室利用時間 -AC- 

  
2022 年        2023 年 
図 3-3 CALL 教室利用時間 -AC- 

  
2022 年        2023 年 

図 3-4 公開 PC 室など利用時間 -AC- 

  
2022 年        2023 年 
図 3-5 教研 PC 月別利用時間 -AC- 
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月までの，月別の印刷ページ数をキャンパス別に図 4-
1 に示す．本集計では片面印刷を 1ページ，両面印刷

を 2ページとしてカウントする． 
2022 年の青山キャンパスの白黒印刷数は 208,425ペ

ージ，カラー印刷数は 4,398 ページであり，総印刷数

は 212,823 ページであった．カラー印刷数は，全体の

2.1%程度である．相模原キャンパスの白黒印刷数は

74,589ページ，カラー印刷は 3,183ページであり，総

印刷数は 77,772ページであった．カラー印刷数は全体

の 4.3％程度である．例年，青山キャンパスでは，7 月

と 1 月のレポート提出前の期間で印刷数が増加する傾

向，相模原キャンパスでは，例年 4 月と 10 月の授業開

始の時期に，実験テキストの印刷のために利用が増加

する傾向がみられたが，2022 年は顕著な増減は無く，

授業期間をとおして継続して利用されていた． 
2023 年の青山キャンパスの白黒印刷数は 207,664ペ

ージ，カラー印刷数は 4,436 ページであり，総印刷数

は 212,100 ページであった．カラー印刷数は，全体の

2.1%程度である．相模原キャンパスの白黒印刷数は

74,858ページ，カラー印刷は 3,671ページであり，総

印刷数は 78,529ページであった．カラー印刷数は全体

の 4.7％程度である．総印刷数および月毎の利用の傾向

は 2022 年と大きな変わりはなく，授業期間をとおし

て継続して利用されていた． 

 スキャン機能の利用状況 
2022 年 1 月から 12 月，および 2023 年 1 月から 12

月までの，月別のスキャン利用ページ数をキャンパス

別に図 4-2 に示す． 
2022年の青山キャンパスでは総スキャン数が85,352
枚，相模原キャンパスでは総スキャン数が 17,565枚で

あった．2022 年は，両キャンパスとも授業期間をとお

してよく活用されている． 
2023年の青山キャンパスでは総スキャン数が57,035
枚，相模原キャンパスでは総スキャン数が 14,824枚で

あり，昨年よりも利用数は減り，月ごとの利用のばら

つきが大きい． 
従来は，各期末頃に利用数が増加する傾向があり，

用紙で提出していたレポートを電子化して提出する必

要性が高まったのではないかと考えていたが 2023 年

は 2-3 月でスキャンの利用が増加しているなど，年ご

とに利用の傾向にばらつきがある．なお，図書館設置

の複合機については，著作権への懸念から，スキャン

機能は無効にしている． 

 
2022 年        2023 年 
図 3-6 教研 PC 全体利用時間 -SC- 

 
2022 年        2023 年 
図 3-7 PC 教室利用時間 -SC- 

 
2022 年        2023 年 
図 3-8 CALL 教室利用時間 -SC- 

 
2022 年        2023 年 

図 3-9 公開 PC 室など利用時間 -SC- 

 
2022 年        2023 年 

図 3-10 教研 PC 月別利用時間 -SC- 
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 設置場所別の利用状況 
2022 年 1 月から 12 月，および 2023 年 1 月から 12

月までの，プリンタの設置場所別の利用用紙枚数を，

キャンパスごとに図 4-3 と図 4-4 に示す．ここでは片

面印刷であっても両面印刷であっても 1枚とし，印刷

した用紙枚数でカウントする． 
2022 年の青山キャンパスで印刷された用紙枚数は，

合計 162,531 枚であった．2 号館 1 階サポートラウン

ジ前の 2台のプリンタが最もよく使われており，次い

で図書館 1階のプリンタ，2号館 1階の公開 PC 室の

211 教室前のプリンタがよく使われている．用紙サイ

ズについては，A4 の印刷が総枚数の 90.5%と最も多く，

B5 の印刷が 6.6%，B4 は 1.9%，A3 は 1.0%を占めてい

る．相模原キャンパスで印刷された用紙枚数は，合計

63,516枚であった．相模原キャンパスでは，図書館の

プリンタが最もよく使われており，次いで F棟 1階ラ

ウンジ，B棟 4階サポートラウンジ前のプリンタがよ

く使われている．利用された用紙サイズについては A4
の印刷が総枚数 94.2%と最も多く，B5の印刷が 4.5%，

B4 は 0.7%，A3 は 0.6%を占めている．N203，N604b は

今年度の授業期間を通しての合計印刷枚数がそれぞれ

100枚以下，B423, B424, N201, N202, N602a は 300枚以

下であり，少ない利用である． 
2023 年の青山キャンパスで印刷された用紙枚数は，

合計 158,093 枚であった．2 号館 1 階サポートラウン

ジ前の 2台のプリンタが最もよく使われており，次い

で 2号館 1階のラーニングコモンズの 213 教室，図書

館 1階のプリンタがよく使われている．用紙サイズに

ついては，A4 の印刷が総枚数の 90.8%と最も多く，B5
の印刷が 6.5%，B4 は 1.0%，A3 は 1.7%を占めている．

相模原キャンパスで印刷された用紙枚数は，合計

57,699 枚であった．相模原キャンパスでは，今年は F
棟 1階ラウンジが最もよく使われており，次いで図書

館，B棟 4階サポートラウンジ前のプリンタがよく使

われている．用紙サイズについては A4 の印刷が総枚

数 94.6%と最も多く，B5 の印刷が 4.5%，B4 は 0.4%，

A3 は 0.5%を占めている．N201, N202, N203，N604b は

今年度の授業期間を通しての合計印刷枚数がそれぞれ

100枚以下，B423, B424, N602a は 300枚以下であり，

      
図 4-1：月別の印刷ページ数（左 2022 年 1 月から 12 月，右 2023 年 1 月から 12 月） 

 

      
図 4-2：月別スキャン数（左 2022 年 1 月から 12 月，右 2023 年 1 月から 12 月） 
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少ない利用である． 

 おわりに 
本稿では，教育研究システムとして導入されている

パソコンについて，今年のアプリケーションの利用状

況，教室別の利用時間，プリントシステムの利用状況

を示した．2022 年および 2023 年は授業は平常に運営

されたが，教研 PC の利用については，オンラインを

併用する授業や BYOD（Bring Your Own Device）が進

行し，全体としては利用が減少する傾向がみられた．

青山キャンパスでは，2019 年と比べて，3分の 2程度

まで利用が減少している．一方の相模原キャンパスで

は，多くの学生がパソコンを持って通学しているよう

に見受けられるものの，2019 年と比べて，利用が大幅

に減少しているとは，一概にはいえないことがわかっ

た．これについては，学生保有パソコンと教研 PC の

2 台を併用して授業をうけるなど，多様な使い方が進

行していると考えられるため，別の機会に改めて調査

したいと考えている．PC 利用時間については，PC 教

室と CALL 教室については，90分を中央値とする利用

時間であり，授業目的の利用であることがわかる．プ

リントシステムの利用状況については，教研システム

更改 2021 以降の 3 年間の利用動向には大きな変動は

みられないが，2019 年以前の動向と比較すると，紙印

刷の枚数については大きく減少した．一方，スキャナ

による出力枚数が大きく増加している． 
オンライン授業の導入により，学生・教員の個人所

      

図 4-3：青山キャンパスの設置場所別の印刷枚数（左 2022 年, 右 2023 年） 
 

      

図 4-4：相模原キャンパスの設置場所別の印刷枚数（左 2022 年, 右 2023 年） 
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有のパソコン保有率は増加し，BYOD が進行している

最中である．これをふまえ，センターでは，電源タッ

プなどを設置し，充電できる環境を徐々に増やしてい

る．一方で，教研 PC 利用の減少をふまえ，授業の少

ない曜日には PC 教室を終日もしくは半日閉室し，PC・
照明・空調の電源を落とし，省エネルギー対策へ取り

組んでいる． 
次回の教研システム更改は 2026 年度となるが，こ

れに対する取り組みは 2024 年度から始動する．引き

続き，本学のPC教室やアプリケーションの利用状況，

複合機・プリントシステムの利用動向の変化に着目し

ながら，ICT の新しい動向をとりいれ，学習環境を向

上する効果的なシステムの導入に取り組んでいく． 
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